
（別紙様式例３）

公表日：　　令和６年１２月　　日 事業所名： ちゃぼとひよこかなん

はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

4 2 1
落ち着いて活動をする上では問
題なし。

18 1
建物の特徴を生かしながら活用
していきます。

2 職員の適切な配置 3 1 3
加算を取るうえでは問題は無い
が加配として付きたい児童はい
る。

17 2
職員のスキルアップを目指しま
す。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

1 4 2
段差が多いため、安全面に留意
し、不安なところには職員が見守
りをしている。

14 5
段差に分かりやすい目印をつけ
るなどの工夫をします。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

6 1
毎日ミーティングを行うようにして
いるがパート職員の参加が難し
い。

定期的に目標設定を行い話し合
いを持ちたいと思います。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

3 4
第3者も含めた評価委員会等の
設置が望まれる。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会
の確保

3 4
情報の共有をするための施設内
研修は行っている。

法人内外での研修への積極的
な参加を勧めていきます。

4
保護者向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者の意向を
把握し、業務改善に繋げているか

7 年に一度行っている。

5
この自己評価の結果を、事業所の開放や
ホームページ等で公開しているか

7 アンケート集計後公開している。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

6 1

日常より、子どもの聞き取りをし
たり担当者会、その他の機会に
保護者の要望などを聞き計画書
を作成している。

2
こどもの適応障害の状況を図るために、
標準化されたアセスメントツールを使用し
ているか。

2 4 1
WISCなどの検査結果を参考にし
ながら理解に繋げている。

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

4 3

個別活動を全員にすることが難
しが、自由時間を利用し実施で
きることを取り入れるようにして
いる。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目
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はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

4
ガイドライン総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っているか。

5 2
経験や体験をさせたい事を反映
するようにしている。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 5 2
パート職員は立案後の話し合い
に参加することが多くなるため書
面で知らせるようにしている。

6
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

6 1
年度末には意見を出し合い次年
度の活動について話し合いを
行っている。

19

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

4 3
年間活動予定に沿った計画を立
て支援を行っている。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹
底

6 1
休みの職員やパート職員には書
面で確認をしてもらうようにして
いる。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの
情報の共有化

6 1
必要な情報は業務日誌に記入し
ている。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

3 4
ノートの複写や日誌への記入を
行い、毎日のミーティングの時間
に確認を行っている。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画の見直し

7
相談員を通し６か月に一度モニ
タリングを実施している。
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はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議への参画

5 2
児発管が参加するが、必要に応
じて児童の担当者が参加するこ
ともある。

出来るだけ現場の担当職員も出
られるようにしたいと思います。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイサービ
ス事業所からの円滑な移行支援のため、保育
所や認定こども園、幼稚園、小学校、特別支援
学校（小学部）等との間での支援内容等の十分
な情報共有

4 2 1
必要に応じ、相談員を通しケー
ス会や支援会議を持てるよう働
きかけている。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

3 4

まだ卒業生がいないが、他の事
業所を併用するときには支援内
容の統一や現状を伝えられるよ
う連携を取っている。

日頃からの情報収集や関係機
関との連携を取っています。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機
関での研修の受講の促進

5 2
発達支援センターと連携を取りな
がら支援を行っている。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

2 5
学童保育が併設されているた
め、行事参加などの交流を持つ
こともある。

11 8 学童の子の名前をよく聞きます。
定期的に行事を行える機会を持
ちたいと考えています。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

2 5

地域の清掃をしたり、施設を利
用することで知ってもらえるが、
地域の行事などへの参加はほと
んどできていない。

地域の資源は利用しているが今
後行事への招待ができるように
なればと考えています。
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はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

4 3
契約時及び変更がある時には説
明を行っている。

18 1

2
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング等
の支援の実施

4 2 1

3
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

6 1
連絡ノートや送迎時、電話連絡
により連携を取るようにしてい
る。

18 1
普段は仕事の帰りが遅いためあ
まり会えない

定期的な連絡を行い細やかな配
慮をしていきます。

4
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

5 2
相談がある時にはその都度対応
をしている。こちらから連絡を入
れる保護者もいる。

16 3
保護者の少しの変化にも気付く
ことができるよう連携を取ってい
きたいと思います。

5
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

5 2
父母の会は無いため行事で集ま
る時には話や交流ができる場を
持つようにしている。

13 6
保護者が参加できる場を定期的
に持ちたいと思います。

6
子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対応

5 2
苦情などがあればその日のうち
に対応をするようにしている。

16 3
引き続き細かな連絡や報告が出
来るよう努めます。

7
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

5 2

連絡帳や日誌にて子どもの様子
を知らせている。必要に応じ子ど
もに対してはカードなどのアイテ
ムで意思疎通を図っている。

19
個々に応じた支援が出来るよう
努めます。

8
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ど
もや保護者への発信

6 1
毎月、通信を配布しており、行事
については事前にお便りで知ら
せるようにしている。

18 1
分かりやすき伝えられるよう努め
ます。

9 個人情報の取扱いに対する十分な対応 7

職員においては入職時に個人情
報取り扱いに関する誓約書、保
護者とは個人情報の使用に関す
る同意書及び契約書にレ説明を
し同意を得ている。

18 1
今後も個人情報の取り扱いには
十分留意してまいります。
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はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

5 2
各マニュアルを作成しいつでも見
られるようにしている。

18 1

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

7
毎月の避難訓練を行い、年に一
度は保護者協力のもと災害時引
き渡し訓練を行っている。

18 1 今後も引き続き行います。

3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

6 1

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画への記載

4 1 2
現在身体拘束を必要とする児童
の利用は無し。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

6 1
アレルギー対象の児童はいない
が必ず確認はしている。

対象児童がいる場合に備え、対
応の方法を学んでいきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

5 2
情報は共有し今後の対応等はみ
んなで意見を出すようにしてい
る。

1 こどもは通所を楽しみにしているか 17 2
帰ってから何をしたのかよく話し
てくれます。

2 事業所の支援に満足しているか 17 2
先生とこどもの空気感が似てい
るので安心できます。

満
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